
82－（345）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信　艸1　医　誌　　第1δ巻

産婦人科領域に於けるCandida症，特に

その成因に関する研究（第2編）

―膣内容GlycogenとCandida症との関係―

昭不041年　9　∫署24　日　 受イ寸

信州大学医学部産科婦人科学教蜜
　　　　　　（主任：岩井正二教授）

白川直弘

Candidiasis in Obstetrics and Gynecology. Especially, 

on the Genesis of Candidiasis. 

(II) Relationship Between Glycogen in the Vaginal 

Contents and Candidasis

Naohiro Shirakawa
Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，　Faculty　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　　Sllinshu　University

　　　　　　　　　　（Director：Prof．　S。　Iwai）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1滴を滴下し、その赤色が淡紀色となるまでNん塊酸

　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　で・1痢し，次いで蒸淋勧11えてGly・。㈹を繍さ

　前編に述ぺた如く，腕Candida症は抗生物質使用　　　せ，50認のメ）K　rルベンに移して難溜水を醐線までみ

時に菌交代現象として発生しやすく，また妊婦には非　　　たし，その4，Q紹を検体とし血。対照はO．　1　7’v／meブド

妊婦より高率にCandidaが証明される。女壬婦に多い　　　ウ糖規準液1・O紹に蒸溜水3．　O認を加えたものを鷹検

のは，縢帯下の増量することとEstrogenの増加に伴　　　用の蒸溜水と共に使用した。各試験管を冷水中で冷や

い膣上皮細胞内Glycogenが増加するためであるζ考　　　しながら0．2％硫酸Anthrone試薬8．0認を徐々に

えられている（Berstine＆Rakoff（1953①），水野　　　加えて混和し，5分間沸騰水中に入れてから更に冷水

（j960）②）。一方Glycogenの増量は抗生物質・性ホ　　　中にて10分間冷岬し，580〃zμフィルタ～で比色楚搬

ルモソ投与時にも起るとされ，この点からもGly・一　　した。

cogenはCandida症の発生に深い関係があると考え　　　　　　第2節　爽験成績

られる。近年Glycogenの定量にAnthrone③一⑥　　　　　A　濡浄度との関係

が利用され，化学的に微盤をも測定することが可能と　　　非妊婦77例，妊婦69例について，清浄度と膣内容

なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glycogen鍛との関係を調べた成績を一括すると第1

　そこで本編では・Anthroneを使用して縢内容の　　蓑の如く，全体的には非妊婦ではGlycogen鍛平均

Glycogen澱を測建しCandida出現との関係につい　　　O・85士O・08nlllec対し，妊婦では2，82士0．16π弊で妊婦に多

て検討し・また直腸内Candidaの検出力・ら，感染源　い。また清浄度の良好なものほど縢内容のGlyc・ge。

として重視されるi腸との関係をも少しく追求したの　　盤は多く，殊に1度と1［度との間には推計掌的に有意

でこれらの成績を報告する。　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第t表　非妊婦・妊婦睦溝浄度と膝内容

　　　　第樟腱内容のGly・。9・哩　　　　　　 Gly・。9・n量（mp）

縢，鷲膣灘、採取．，そ。。．1。、．、，、3。満副非妊釧妊刷平均

鋼龍・リ溶ta・1．・ntと混秘1・・分間翻，。　1度

糠水・ルー嚇麟え…齢て糧　隈
内に1時間放置した後，ユ800～2000回転にて10分間逮

沈する。得た沈盗に0．1％フエノール・レツド溶液　　　平　均

1、26士0．24

0．76士0。エ1

0，67dh　O．二L3

0．85士0．08

3，22：ヒ（，．23　　　　2．59

2，35：LO，29　　　　　1，45

2．3：L：ヒO、34　　　　　　1．02

2・82士・・16目・78
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第t図　　　　　非妊婦。妊婦別の縢清浄度と膣内蓉Glycogenとの関係
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差を認めた（α：＝o．05）。　　　　　　　　　　　　　　　　　第2衷　月経周期と腕内容GlyCOgen激

各段階のGlyc・臼en量につU・て，央々の溝浄度の例　　　　　　　　（吻

数を示すと第1図の如くでt瀬繍1｝ではGlyc°脚醗　　　月緬lil期

の比較的舐いところに例数が集り，訓三妊婦・妊婦共　　　　‘2／例）

G五ycogen量の低いほど満浄度の悪いものが占める割

合が増す傾向がみられる。また妊婦に濡浄度1，E度

のものが広く分散することは，満静度が騰内容中の

月経中1爾期　月経後期

　ビ20例）　　　（12例）

閉経後又ほ
卵拠摘除後
　⑳例）

・）．・88・－k・・．・一。・一，59　1・，1・i…42rko．・・

Glycogen鍛のみに支配されるものでないことを示す　　　第2図　月経周期と瞠内容Glycogenとの関係

ものといえようo

　　B　月経周期との関係

　非妊婦63例を，月経前期（21例），月経間期（20例），

月経後期（12例）及び閉経後または卵巣摘除後（10例）

に分けて腔内容Glycogen錨：な観察すると，成績欧策

2表及び第2図の通りである。即ちGlyCQgen平均値

は，月経前期0，88士0．12昭，聞期1．10，ltO．17脚，後期

O．59±O．10fop，閉経後または卵巣摘除後O．42出0．11㎎

で，月経間期に最も多く，月経後期には少い。推計学

的にも月経後期．閉経後または卵壊摘除後と月経間期

との間には有意差を認める。

　　C　妊娠月数との関係

　妊婦69例について，妊娠正～Wヵ月ぐ25例），V～

瓢繍）燕獄。（製議盆蹄乏隆崎箕　　鶉　蟷　覇　旗黙

cogen平均値は妊娠皿～Wヵ月2，　89士O・21mp，妊娠

1鳴10

1

0，β8

0．59

0．42
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第3表　妊娠月数と膣内容Glycoge黛塁　　　　　　　　に第4図の如く，両音閲に相関関係を認め得る（非

　　　　　　　　　（㎎）　　　　　　　　　　　　妊婦　N　＝＝77，γ瓢0．47，妊婦　N瀦69，γ嵩030。

妊　INIST
　（25例）

2　89　：ヒ　0．21

妊　V～W
　（21例）

2，62　：ヒ　0．36

女壬i］IE～X　　　α＝＝O・01）。

　（23例）　　 第3節小括
2．94士0．55　　・Ll齢容のGly・・9・・圭　：は1㈱澱の∫廷駄もの

　　　　　　　　　ほど多いが，妊婦では非妊婦にくらべて一般に高い

V～皿ヵ月2・62士o・36㎎，妊娠111i～Xヵ月2．94　　第3図　Glycogen量とA．　R、1．との関係

士O・55㎎を示し，妊娠中期にやや少いが各期　　　50

共有意差はなく，何れも高い値がみられる。

　　DGlyc°ge雌とA・　R・エ・との関係　　曾、。

　PAS染色を以てするA．　R．1．はGlycogen　｝
存直1の指標とされている⑨。そこでAnthrone　瑚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ法によるGlycogen量とA，　R．工．との関係につ　　　％ao・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
き検討した。なおA．R，1．は，膣内容塗抹標本　　漁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
を純アルコールにて固定後PAS染色を施し，

細胞100個を数えて，全く染まらないか薄く染　e’°

つた細胞をA，中等度に染つた細胞をB，濃く

染つた細胞をGとして夫々の細胞数から次式に　　　　1．o

より算出した。

　　今R・卜』4器3c

　非妊婦，妊婦別に観察した成績は第3図並び

　　　　oo　　　　■，，　　o　　，

　　■●o●　　　　　o　o．

　　・　　・　9、。　°
ロ　　　　　む　　　の
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第4図　　　Glycogen量とA．　R．工．との関係

翁
3

劇4P
5
ぎ

当

0　　30

　　　　●o　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　■　　　．　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　o　●

　o　　　　．　　　　●　　■　　・　　　　　璽



第3号　　（19G6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85－一’（348）

値を示し，しかも溝浄度良好のものは広い範囲に分　　　第4衷　Cephaloridine騰内投与をこよる隆内容

布する。妊娠時期との闘係では妊娠初期及び末期に多　　　　　　　Glycogen堀：及びA．　R．工・の変動

く．中期にやや少い傾向があるが各期共有意差はな　　　症

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例
年
令

　2，月経岡期との関係では，月経間期には月経後期

より有意にGlycogen錨：が多㌧・ことを認めた。閉経後1　　　　1　44

または卵巣摘出後のGlycO鼠en蚤は成熟婦人の月経後

期より更に少い。

　3・Anthrone法｝こよる縢内容Glycogen値は　　　2　43
A．R．1，との闇に相関関係をイぎすることを認めた。

第2章　CePhalorId置ne腱内投与また

　　　はEstriol経【コ投与による腿内
3

容Glyco臼en盤及びA，　R．1．の　　　　　一一

変動

第1節　実験方法

4

45

縢炎その他の患楷7例に，抗生物Bit　Cephaloridine　　　－一一・

46

診　　断 査
時・

埜墜

筋　　腫

筋　　1腫

騰　　炎

前

中

後

前∫

中

後

前

中

後

純末100㎎を遮F15日閥投与し，投与前、投与・rh及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　62
投与後の腔内容GlycOgen搬並びにA，　R、工，を測建し

た。なおCephaloridine純末セよAnthrone試薬に　　　一一一一

よ幌甑応を示さないことを予め翻した。また膝　　　　　　前
炎その他の別の瀦ユ0伽・，E、t，i、IZ日200控連　639ビラン中
日7mrkS経。跡して識揃投馴，の夫。の徹　．一一＿＿＿箆

測定した。

　　　第2節　案験成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　A　Cephaloridine膝内投与・

　成績は第4表に示す如く，Glycogen盤は一般に投

46

Glycogen鑑：

　　吻）

1，74

2，90

1．28

O，45

1．59

1、，56

0，35

1．19

0．68

O．43

L25
0，55

　　　　　前　　　0・36

縢炎中　 2、55

　　　　　後　　　0・60

腔　　炎

前

巾

後

0．36

1．25

2，38

O．55

1．25

0．go

A．R，工，

1。53

1．62

1．66

1．56

1．61

1，66

1．40

1．64

ユ．60

1，18

1，46

1，38

1，26

1，90

1，38

1．36

ユ．73

1，91

1，27

1．68

1．　80

与中に著しく増加する。またA・R・1・は投与後も増加　　　　第5図　Cephaloridine膝内投与による膣内容

を示すものが若：F認められる。なおGlycogen量のみ　　　　　　　Glycogenの変動

の変鋤を第5図に示した。　　　　　　　　　　　　　　　se

　　B　Estrio1経口投与　　　　　　　　　　　　　　　　町

　成繊は第5褒及び第6図の如く，Glycogen蚤及び

A．R、1．共に投与前と投与中とを比較すると投与中に

増加するものが多く認められる。　　　　　　　　　　　an

　　　第3節　小　　括

　抗生物質Cephaloridineを膣内に，　またEstriol

を経口的に数日間与えて投与前と投与中乃至投与後の　　　　　　　　　　　　t

Glycogen猛を比較すると，これら藥剤の投与により
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ln
膝内容GlycOge鳳墨が増加する傾向を認めた。　A。　R，

工．とは必ずしも一致しないが，これにもまた若干増加

の傾向がみられる。

第3章　隆内容Glycogen慧と　　　　　　　　　　　鱒前　　　　　　　投与中　　　　　　　，駒后

　　　Candidaとの関係

　　第1節　CanCllda　alblcansの糖翼求　　　　　　　ため，先ずCandida　albicansの糖要求度について爽

膣内容G！ycogen貴とCandidaとの関係を知る　　験を行つた。
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第5表　Estriol経「1投与による膣内容　　　　　　1％Glucose－Pepton水（G－・P水）に370C，24時間

　　　　Glycogen量及びA・R・Lの変動　　　　　　　培嚢後，そのO．　L紹を10－－sに稀釈し，璽にその1｝」認

症
例

1

2

3

4

5

6

年
令

42

27

42

34

42

33

7141
，一＿．L

　L

8145

9 29

　1
10　31
　1

診　　断
検
査

．騰

Glycogen激
　　（mg）

　　　　　前　　　0．38
縢　　炎
　　　　1中　　　o・73

　　　　　前　　　　 0．48
縢　　炎
　　　　　中　　　0、12

筋　　腫
前

中

1．Ob

2．　0〔｝

　　　　前　　　1．，29
ビ　ラ　ソ

　　　　　巾　　　1．83

卵機dく全
前　　　　〔，．66

中　　　　　〔、〕，60

　　　　　前
縢　　炎
　　　　　中

　　　　　前
擦　　炎
　　　　　中

卵機不全

膣　　炎

ビラ　ン

0．14

1，25

0，87

ユ。25

　　　　　　　　身各種ブドウ糖濃度（0，2，4，6，8，1（1％）の1％
　A，R．1．
　　　　　　　　Pepton水に培餐L，て12時1’li：’1，2tlll・lj：問及び4S時1削後の

　　　1．44　　　透光率を1％Pepton水を対照としてツイルタk－・55f｝

　　　1，42　　　　mttにて測定した。

　　　コ．33　　B実撚績
　　　L17　　11轍は第6爽・策71勘如くでε駄・・11防・21－48

……一一一一一一一 @　　1時・間後には糖濃度2～6％でもかなりの発育鳶承す¶が，
　　　1・　1・6　培a・11t：　1　211欄a，状態では8％以上で良好な瞬釜艘示1、，

　　　1，r）3

＿、．＿＿＿
@　　　Candida　albicansの糖要求の羅臓は他の細菌｛礁くら

　　　1・43　　　べて高いことを知ることができゐ。

　　　］。52

　　　1．32　　第6衷C・alb・ブドウlll済｛1鍍G－P水燃1髪の
　　　1、32　　　　　　　　　　　　　　　　rt莚を光綿く

一罰’一』一』’一｝「t”rr’一　曜 @　　　　」噛＼・＼　塙費時間・，12　泌ゼ＼．1・2時ll，711・・時間レ捌i棚1】

1・72　　　　　　　　　　0　％

L24　　　　　2％
．1．．　38　　　　　4％

…’ヒ……一一一一一・・ @　　　　6弓1o
肩茸　　　　　　O．76　　　　　　　　1．40

皿戸　　　　　　1，25　　　　　　　1．61
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中1　0・23
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第6図　Estrio1経口投与による騰内容
　　　　Glycogen盤の変動　　　　　　　　　　　　　　80
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　　　　　　w
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　　　　　　　穏ミー一一賦・……護

　　　　　　　　　　　、㌧鴫
　　　　　　　　　　　　　　、＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　「0駕

12h　　　　　　24　h　　　　　　　　　　　　　　娼｝L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　妊婦におけるCandida検撮頻度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘭記の如く，抗生物質・Estrio1等の投与により

　　投与前　　　　　　　　　　　　　　投与中　　　　　　腱i内GlyCOgen蚤は増し，　これがCandidaに対し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て好適な培地となることが考えられるが，一一力妊嫡こ

　A　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　 ても縢内Glycogenは増加する。女壬婦では非妊婦より

轍室保存のCandida　albicans株の1標準白金耳を　　Candidaの検出率は高いとされており，著嵩がCan＿
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didaの検出を試みた各妊娠月数の妊婦（前編の成績　　　　第8衷　1崖内容G！ycogen鍛とCarldida検出頻

を含む）からの検出率でも，第7表の如く非妊婦の約　　　　　　度との関係

2．4倍の頻度であった。これは腔内容中のGlycogen
の鵜猷きな原因をなしていると叛られ・。　G’y糊岬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Candida
表7表　　女壬婦。夢lill壬屠1｝男［1　Cac　ndida　検ヒh頻度　　　　　　　　　　　検1上1醒［度

。ユ～。．，』．5～1．5L5～3．、

　　　1

1／35　　　6／46　　　7／34

（2，9％）　（．13．0％）（20．6％）

3．0～7．O　　　言十

6／31　　20／146

（19．4％）（13．7％）

妊・非欄別陵釧非旋蜘1計
検i薩例数

検出例数
検　出　率

U5
27

23．4％

185

18

　9．7％

300　　　では35例中1例（2・9％）・O・　5～1・　5nlfでは‘16例中6例

45　　　（13．　O％），1．5～3，0昭では34例巾7例（20．〔6％），3、0

15．0％　　　～7．071夢では31例【†16例（19。4％）のCandida検田率

　　　　　　であり，前記の如く，妊嬬にCandidaの検出率が高

　　　鯉節月納容Gl，。cg。，．twとC。．did・　　くGlyc°脚燈が搬に多い故もあるが誠る澱以

　　　　　検出頻度との関係　　　　　上では検瞬｛に余り　靖1燃ない・
腔1熔Gly，。9。n勲・．1～・．．・。、nV，。．5～・，吻，　　第3節C・・dld賜i蜘人のn納容Gly幽

1．5～3．吻，3，・O～7．・nvの4段際分け，夫・に鱗　　　　゜°9°・醗び1こA・　R・1・

する欄及び訓・欄からのC、。did。椥纐勲調べ　腱からC・ndid・の知された欄14微醐；欄

た。　　　　　　　　　　6例の1撚容GlyCQge・撒曲こA・R・聴検討し
　その結果は錦8表並びに第8図の如く，0．1～O，5㎎　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　妊　　婦

第8図1齢容Gl，。。g，。趾C。。did。椥i瀕　　簾蛾の如くGlyc°理en鍛は0・7°’v4・　30mP・平均

　　　　　度との関係　　　　　　　　　　　　　　2・40±O・26mp；A・R・工・は1・32～2・24・平均X・66±

　　　　　　　　　　　　20．6％　　　　　　　　　　O・06で・第1牽第2節A・Dにおける妊婦全体の平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値Glycogen　2．82士α167解，　A．　R，　1．1，72にくらべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　19・4e’d　　てむしろlecmaであるのは，女獺の髄容がC。。dlda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の有無にかかわらず一般に大盤のGlycogenを有する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ためであろう。

％
19．4％

13．0％

％

2．9％

％

漏

第9表　Candida陽性妊婦の膣内容Glycogen量

　　　　並びにA．R。1．

講診断・・y糊畷
1 3Q 妊　w 2．76

2 26 妊　皿 3．55

3 32 妊　皿 1．60

4 25 女壬　肌 1．19

5 31 妊　皿 2．81

6 36 妊　皿 1．68

7 25 妊　w 3．37

8 26 妊　w 3．08

9 23 妊　V 0．70

｛0 41 妊　厭 2．41

壌1 33 妊　X 3．21

12 25 妊　Ix 2．15

13 24 妊　㎜ 4．30

14 31 妊　K 0．85

A，R．1．

1，74

1．59

2．24

工，58

1．71

1．72

1．69

1．55

1．42

1，66

1，66

1，｛0

1．87

1，32

α1～05　～15　～30　～7nmg　　平均値2・40士0・26
11・66士0・06



88－（35：L）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f『…1’　少卜1　極｛　讃三　　第15巻

　　B　非妊婦　　　　　　　　　　　　　　　　　8．3％であつた。

　非妊婦6例の成績は第10爽の如く，少数例ではあ　　　　　第2節　n室内c・mnCllda陽性例からの

るがGlycogen　a．413・一”3．317ny，平均1．46士0．38msP，　　　　　　　　　直腸内CfinCiiCla検出頻度

A，　R．　1．ユ．18～】．66，平1匂L42士0，（16を示し，同じく　　　際からCalldidaの言［1三明されブ：二∴1賭」．6例について直

非妊婦全体のGlycogen　O．85士0．08nyf，　A．　R，　L　L　37　　　腸内Candidaの有無を検査1．．た結果，第1』1喪の如

にくらべてかなり高い値であ15。即ち縢内容の1【JUIE．が　　　く，そのうち6例即ち37．5％α：）比較的高頻l！どに検出さ

Candidaの生膜に関係があることを推測せしめる。　　　れた，前節の成績と比lli交すると㌶12表の瀬りで孟il｝る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以．1：から，腔内Candida　ill壮k患脅のii＾1．腸1勾Candida

　第10表　Candida陽性非lll：婦の膣内容G工yc（）gen　　　検出率が一般患齎からの検出♪杓こくらべて著しく高い

　　　　：1費並びにA・　R，　1・　　　　　　ことを叡，1醐漉腰な感鰭1であること輌綴す狽，

症
例

1

2

3

4

5

6

零診・Gly糊副A・R・1・のといえよう゜

・・1奇胎後11・3州　」．ts7　　第1俵腔内…did・陽t（i・鯉かP“の蔵腸内
35

35

46い縢炎
30陀ラン
33峰1戯

ヨ四幾フド．傘　　　　　　3，31　　　　　　　　1．．66　　　　　　　　　　　　　　　　CalユClidu　桑灸1島揮il斐

o．Bl　o．79　　1．43　　　．．一一
　　，、　1　　　　　　　　　　　　：lil’i

0，43　　　　　　　1，16

．1．56　　　　1，54　　　　　例

1，・31　　　　　　　　】・32　　　　　　　　　で

平均・帥・46・・38巨・42…06　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　第4節　 ’」、　　］舌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5

　　1・Gandida　albicansの推腰求の租度はかな’）高　　6

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　2．一般に撤11｝の朧内容Gly・・gen　L｛““は非妊婦a）そ　　8

れより著しく多く，妊姐にCandida検出｝｛・｛が高いの　　　　9

もこのことが大いに関係すると考えられる。また妊婦　　　10

と非妊婦とな含めて，腔内容中にGlycogeエ癌i：の｛多い　　　　11

ものからのC・・did・検膵が1藍毎かつた。　　　12
．3．C、。did。馳の鰍だけ｝。つ、、て棚すると，　’1　3

年

　・令

130
ll

馴

35

26

38

65

26

診　断i．　養
．　　　　－l　　Calldida

　　　

461更年期
，．－　1

14　127

離
　　　i

妊　聾

卵機不全

妊　皿［

不妊症
筋　　　腕

戦欝灘器録慧蒲鷺雛麟馨　11障；睡蹄無㌍

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

妊　1【

妊　lt

O，B
頸　　癌

不妊症
妊　1［

筋　　腫

後　　属

　　一ト

　　十

　　十

　　十

　　十
　　・十・

　　・卜

　　一ト

　　・・卜

　　・・ト

　　ート

　　　ト

1　＋

　　十

　　十

　　十

∴層11t、し　　腸

が一一般に多盤のGlycogenを含むためと考えられる　　　　’”tttt“’t……』一”．’”t／L’“in－－Lrr－r．’7t…ttt…耐L－……一｝」臆

しか圃・妊婦では，C・・did・陽性のものは陰性のも　　直腸1’強鵬渡　6／16（37・5％）

のにくらべて高い値を示すものが多く認められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第12表　直腸内Candi（la蜘塒｛

十

g

・畜・

十

十

十

　　　　　　　頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一一・一一一一一一
@　　　　・一一：：／・－tt・

　　上の撒から，∴1蓬1椿G1，、。9，。爆、の多、蜴脈　1醐内Candida検出率

　Candidaの感染を起しやすいことはわかるが，その　　　膣内Candida陽獣患者の

　感染源に．ついては不明である。しかし直腸由来が重視　　　ii鉦腸財ヨCandida検出率

・されるので，直腸内Candidaの検出率・と艦i内Can－

did・1雛例からの直腸内C・ndid・検出頻脚こついて　　　第3節小　括

鞭醐からのCa醐a棚 @　～㌦一・一～瞳塑！遡！・願率
ユ09例　　　7f列　　8．二士％

　　l　　　　l
16例｝　6例i37・5％
　　l　　　　　　　　l

融した・　　　　　　　　　外総看・・9陳ついての醐i・xJ　C・。qid、暫ミ瞬・
　　　第櫛醐内c・醐喉牌　　　　は8．3％で加たが，1納c・・did。翫患鞄洲ll｝

当織産鰍科外総者’｛’9　Y’Ul，：ついて麟した結　からの検脚は・7脇のi高鞭あつた。

果・Candidaの証明されたものは7例で，検出率は
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　　　　第5章総括並びに考案　　　，　　　　　　績でも，投与前平均0，6ユ御であったものが投与中は平

　腔上皮細胞のGlycogenの洗着はEstr。genによ　　　均1・7ユmgと有意に増加し・A・R・1・にてVよ必ずしもこ

つて起り（Rubenstine（194〔〕）⑩，水野（1958）⑪，　　れと…致1＝tsいが，ほぼ同様の傾向を認めた。

藤井（］960）⑫），縢内容のGlycogen愚の増加を来す　　　　次にCandida検出率と縢内容GlycGgen濃度と

ものであるが，その化学的定圭1i：に関する研究は比較的　　　の関係について検素した結果は，妊婦では元来Gly・一

少く，Schr6der（1921）⑬は縢iノヨ容中のGlycogen　　cogen濃度が高いので検索対敦としては不適当である

は1007呼中平均2．28ingで，清浄度1度では2～4㎎，皿　　が，非妊婦について調べたところでほ，　Candida陽

度ではO．5～27ng，　ll【度では0．2～0．37昭であったとし，　　性非妊婦では高濃度を示すものがかなり・多く，その平

Rakoff（1944）⑫，　Dyke（1936）⑮，　Ch6n（1936）⑭　　均Glycoge11脚．467麟こ対して陰性非妊婦では0．7gmP

らにょれぽ成熟婦人の縢1ノヨ容Glycogen趨：は概むね　　であり，陽性例の平均値に有意の工曽加がみられた。

0．6～3．0711fのものが・多いようである。また化学的簸錨：　　A．　R。J，でも央々1．42，1，37でその藻け衡意であつ

以外に，膣塗抹標本の特殊’染色（PAS染色等）にょ　　　た。

りGlycogen燈の多寡を係数（A，　R，工．等）から判宛　　　　水野（1960）②は膣内Calldida陽性例は陰性例に比

する方法（斉藤（1955）⑫rr1島（1・J53）⑬，　B・・n・tin・　し脳至内容灘は高く，瀞度．角化係数，　Gly・。9・n

＆R。k。ff（1，953）Q桜引・（1956）⑩、もあるが，これ　係熱まよ狼好な値を示し，険性例セ恥いてもC。・一

らの組織化学的方撫よ化学的建鰻獄と大体において相　　　didaのH．i現，増殖を促す条件下（妊娠・抗燃物質。

関を有するが、必ずしも一一twするとは限らない。　　　　　Estrogen　・副腎皮質オ蔑ルモソ）では縢内鱒性状は

　近年Glycogenの窯畿にAnthrone試薬を用い　　Candida陽性例の億に近づくと報告しているが，今

る化学的測鍵法が溝入され，本法はGlycoge11を加水　　　剛Anthrone法を以て走量を行・つた馨齋の成績から

分解によりHexoseとし，これに硫酸Anthroneを　　　もlr司様のことがいえると思う。
作用せしめて呈色させ，比色定量する方法である。　　　　またMeleiro（ユ960）⑳は，騰内Ca員dida陽性例の

わが領域でもArronet＆Latour（1957）⑥，　i；lj牧　　76％に礁腸内にもCandidaを認めたと述べ，腸管内

（1958）⑧が子宮内膜並びに妊婦の脱落膜及び絃唱の　　にCandida～を有する婦人は他の婦人よりも容易に腱

Glycoge11鍛を本法を以て測定した成績を発衷してい　　　内感染を受けやすく，縢内感染及び再感染の原悶とし

る。著春はCandida　albicans’ Jミ発育上栄養として　　　て腸管が重要な意義をもつことを強調している。薯溜

糖を必要とする点に鎌み，膝内Candidaの出現乃至　　　が一般外来患潜109例について検査したところでは，

発症に騰内容の含糖原量が少なからず関与するであろ　　　直腸からのCandida検嵐頻度は8・3％であつたが，・

うことを予測し，Anthrone法を以て先ず種々な愚潜　　　腱内Candida陽｛竺1…患鞠6例についての検繊頻度は

について夫々の腔内容のGlyco齢n螢を測定した。そ　　　Meleiroの76％より少いが37．5％の比較的高率であっ

の結果，腔内容のGlycogα1は縢溝浄度の良好なもの　　　た。感染径路には配偶藩間の感染．尿族問の感染，自

ほど多く，特にCandidaの検出辞｛の高い妊婦に火き　　　己感染等種々な径路があるであろうが，白己直腸から

い値を示すこと，また妊婦では妊娠初期，中期，末期　　　の感染は一層璽要なものであると考えられる。

の省時期に有意差はなく，月経周期との関係では月経　　　　要するに，膣内におけるCandidaの出現及び発疲

間期に有意に多く，閉経後または卵巣摘除後の婦人に　　　に1掲しては，年令・季節　月経周期・妊娠・ホルR

は極めて少いことなどを認めた。　　　　　　　　　　　ソ・抗生物質・膣内細菌の拮抗等局所並びに全身状態

　Estrogel1によって腕上皮細胞内及び腔内容にGly一　　等諸因子が互いに関連し倉い，その他に膝内容のpH

coge∬量の増加を来すことは諸家の認めるところであ　　　の変動。ビタミン欠乏等も関与し極めて複雑である

り，著潜もEstriolの経口投与によつてこれの増加　　　が，妊娠或は抗生物質投与などによりCandidaの発

傾向を認めたが，一一方菌交代現象としてCandida症　　　育に有利な騰の状態が続けば当然Candidaの出現，

の発生を誘発しやすい抗生物質の腔内投与時にも擁上　　　発症を惹起することが考えられ，これまで述ぺてきた

皮細胞のGlycogen係数は早期から増加し（高儒　　　実験成績から．腔内Candida出現・発症の成因とし

（1959）⑳），ベニシリン膣坐薬の連続投与により瞳内　　　て，膣内容Glycoge且螢の増加もまた他の要因と共に

Glycogenが増加する（Ayre（1951）⑳，伊藤（1955）　　重要な役割を演ずるものであると信ぜられる。

⑳，野嶽（］9「03♪＠，江川（1953）⑳）ことが知られて

いるが，A。th，。。，に艶随ホを示さない搬物質　　　　　　結　論

Cepha工oridineの連続膣内投与による著春の実験成　　　　1，　Anthrone法による腱内容のGlycogen麺〔は，



90－（353）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僑　少1｛　医　誌　　e富15巻

膝清浄度の良好なものほど多く，妊婦では非妊婦に　　　　文献
くらべて一般に高い値を示すものが多い。しかし妊娠　　　①Bernstin，　J．　B，＆1〈　akoff，　A．　E．：Vaginal

．月数との関係では，各期共有意蓬はない。また月経周　　　infections，　infestations　and　discharges，　Balkis－・

期では月経間期に多く・閉経後ま畑よ卵巣摘除後の　t。nr　1953　⑨水野重光1日齢桧誌，12・703，

Glycogen量は成熟婦人の月経後期より少い。　　　　　1960　③Peterson，　R，：Canad．　J．　Techno1，29　：

　　2・抗生物質Cephaloridineの連続的腔内投与ま　　　317，ユ951　④Sabin，　M．：Ferti1＆Steri1，5；

たはEstriolの連続的経口投与にて，投与中の膣内容　　　44，1954　⑥payne，　H，　W．：」，　clin．　EndQcrinol，

Glycogen量は増加し・特に前i麹こおいてかなり高い　　　15：UO6，1955　⑥Arronet，　G．　H，＆Latour，

値を示すものが数多く見受けられた・　　　　　　　　　J．P，　A，：J，　clin，　Endocrinol，17　；261，1957

　　3．Candidaは膣内容Glycogen量の多いものか　　　⑦桜井友膏：医療，8：25，1954　　⑧印牧磯輩：日

らの検出頒度が高く。Candida陽性非妊婦では腱内　　　産婦会誌，1011481，ユ958　　⑨G。　Astaldi　L，Ve・・

容Glycogenは高濃度な示すものが比較的多く，　　rga：Acta　Haematologiea，17：工29，1957

Candida険性者の平均値0．79解に対して陽挫潜では　　　⑩Rubenstine，　B・B・：　EnClocrinol，27：943・1940

1．46mpで有意の増加がみられた。　　　　　　　　　　　⑬水野璽光：帯下・謄学襯院，1958　⑭藤井雷助：

　　4．外来瀦・。略余りについ“（i　lltegY　C。ndida　麟｝のll堺・12　：　8：，r）・1960　⑩S・lu－6der・R・；
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腔内容Glycogen燈の増加もまた他の要因と共に煎要　　　藤淳＿；臨婦産，　g7　；653，1955　　⑱中1鋳　爾；H

搬割を演ずるものであり・その感染源として醐由　醐麟，5．、．1・，・953⑲鮒館，晒婦鋤，

来が重視されてよいと考える。　　　　　　　　　　　　8：1337，1957　⑳高僑和雄：信州医誌，8：2270，
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